
良性〜低悪性度膵腫瘍に対する腹腔鏡下尾側膵切除術の際の脾温存術と脾合併切除術の比較検

討；Propensity score matching 解析を用いる 

 

１、 研究の対象: 

術前診断で良性〜低悪性度腫瘍と診断され、1993年１月１日から 2018年 12 月 31 日までに

本邦で施行された腹腔鏡下膵体尾部切除症例 

２、 研究目的・方法: 

脾温存術腹腔鏡下膵体尾部切除術と脾合併腹腔鏡下膵体尾部切除術の成績を PSM 解析によ

り比較し、いずれが優れているかを検討する。 

研究期間：承認日〜2023.3.31 

３、 研究に用いる試料．・情報の種類: 

患者情報,手術情報、術後情報、病理所見など 

４、研究に関する利益相反について: なし 

５、 外部への試料．情報の提供: 

データセンターには個人情報は開示しない形で提出 

６、 研究組織: 日本肝胆膵外科学会 

研究責任者 九州大学大学院医学研究院臨床・腫瘍外科学 中村雅史 

７、 お問い合わせ先: 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 _ 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 _ 

兵庫県明石市北王子町 13-70 TEL：078-929-1151 

兵庫県立がんセンター 消化器外科：田中基文 

 

 

 

 

 


